
環境にやさしい容器包装

レジ袋削減への取り組み

環境にイイこと、プラス。

環境にやさしい容器包装循環型社会
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ユニーはお客様が自分で商品を選び、レジで清算するセルフサービスで販売しており、ほとんどの商品は容器に入れられ、包装されています。
容器包装には、商品の品質保持や衛生安全のために、また持ち運びを安全で便利にする目的があります。
しかし、これらの容器包装が家庭ゴミの50％を占め、廃棄処分やリサイクルに多くの手間やエネルギーが使われ、
CO2排出による地球温暖化の原因にもなっています。
ユニーでは容器包装をできるだけ使わないお買い物や使用済み容器包装のリサイクル、
サスティナブルな原料の容器包装の使用を推進しています。

　ユニーは、2007年6月に、横浜市のピアゴ中山店（旧ユニー中山店）で初めて有料化を開始しましたが、単独での実施だったため、自治体
や消費者・同業者との連携が取れず、またお客様からのご理解がいただけず来店客が減少、売り上げも一時低迷するといった厳しいスタート
でした。
　店舗での啓発活動の結果、売り上げは持ち直せましたが反省することがたくさんありました。これ以降、ユニーは自治体や市民との合意のう
え、周辺の近隣の同業社とも連携し、地域全体で取り組みました。その後は大きな問題もなく地域を拡大、2014年2月20日には全店舗レジ
袋無料配布中止（有料化）を実現しました。

　スーパーでレジ袋の配布を始めたのは1970年代、薄くて丈夫、水に強く便利なことから瞬く間に社会に浸透しました。ところが一度使うと
廃棄されてしまい、自然界では分解しないことから、ゴミの増加や自然破壊につながると大きな問題になり、消費者団体などによる「お買い物
袋持参運動」が1980年代に始まりました。ユニーでは1989年からレジ袋削減に取り組んでいます。2006年からは「ノーレジ袋キャンペーン」
を開始、さらに啓発を進めましたが効果が出ず、2007年からは「レジ袋無料配布中止（有料化）」を始めました。廃棄されたレジ袋を焼却する
ことでCO2が発生することや原料である化石燃料（石油）の枯渇なども問題にされ、持続可能な社会の妨げになることから、ユニーでは2014
年2月に全店の食品売り場でレジ袋の無料配布中止に踏み切りました。

自治体・市民団体・事業
者の三者がそれぞれの役
割を果たすために、協議
会を設立し充分に話し合
い、協定書を締結するよ
う努める。

地域の市民団体が支援してくださること。
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自治体が、レジ袋削減は「廃棄物削減お
よび地球温暖化防止」のためであること
を広く市民に知らせ、主体的に取り組む
こと。

地域の小売り事業者などが皆で参加する
こと。

◆ノーレジ袋キャンペーン
◆レジ袋無料配布の中止
◆ばら売りなど、容器包装を使わない販売
◆どうしても使用する容器包装の小型化・薄肉化
◆トレイを使わない販売の検討
◆贈答品などの簡易包装
◆マイボトルやマグカップなどの利用促進

レジ袋のように、お客様と一緒に
「使わなくてもよい容器包装」を削減する。

容器包装をできるだけ
使わない販売への取り組み1

◆環境配慮PB商品eco!onの容器に
　バイオマスプラスチックを使用
◆有料レジ袋にバイオポリエチレンを使用
◆生鮮食品の販売に生分解性バイオプラスチック、
　ポリ乳酸製パックを使用

限りある化石資源（石油）を使用せず、
繰り返し栽培可能な植物資源を原料にする。

サスティナブル（持続可能な）
原料を使った容器包装への取り組み3

◆リサイクルによる店頭回収
◆再生資源として製品（トイレットペーパーなど）
　やベンチなどにリサイクル
◆使用済みレジ袋を再びレジ袋にリサイクルする

お客様が商品と一緒に持ち帰った
容器包装を回収し、再生資源にする。

使った後の容器包装を
廃棄物にしない取り組み2

容器包装をできるだけ使わない販売への取り組み1
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＞＞＞2014年2月20日より
レジ袋を有料化した店舗

レジ袋削減のための取り組み

お買い物袋持参運動開始
1989年に愛知県一宮市で「レ
ジ袋をもう一度使いましょう」と
いう、お買い物袋持参運動を
開始しました。

レジ袋の無料配布中止
2014年2月、全店の食品売り
場でレジ袋無料配布を中止にし
ました。

アピタ伊勢崎東店

マイバッグキャンペーン
2001年からは「何度も使えるレジ袋代わり
のマイバッグ」をスタンプカードと交換で差し
上げるマイバッ
グキャンペーンを
始めました。

お買い物袋持参運動の説明を受ける
従業員（1989年11月、サンテラス一宮店）

ノーレジ袋キャンペーン
2006年から「レジ袋を使わない
お買い物」をお客様と一緒に進
めるために、ポ
スターや館内
放送でアピール
し、レジ袋の辞
退率を高めるこ
とができました。
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愛・地球博エコマネーに参加

ノーレジ袋キャンペーン開始

レジ袋無料配布の中止

96店舗で無料配布中止

170店舗で無料配布中止

約73％の店舗で無料配布中止

四日市市・弥富市などの店舗が加わる

約80％の店舗で無料配布中止

滋賀県、長野県、愛知県全域で無料配布中止

※1 2008年にユーストアと合併し80店舗増える
※2 容器包装リサイクル法に基づき、財団法人日本容器包装リサイクル協会へ支払った委託金額
※3 PB商品のプラスチック容器使用増加のため微増した。

年度 枚数（単位：千枚）重量（単位： ｔ） 備考
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レジ袋無料配布中止（有料化）

　2014年2月20日より、ユニー全店舗の食品売場でレジ袋無料配布中止を実施しました。2007年6月に横浜市のピアゴ
中山店（旧ユニー）を最初に、次々に各地域の自治体や市民の皆様、同業他社と協働でレジ袋の有料化を進めてきましたが、
ようやく全店舗で実施することができました。また、この活動はお客様のご理解あってのことなので、各店舗ではお客様へ
の啓発活動を自治体と一緒に開催しました。

全店舗でレジ袋有料化

　使用済み容器包装が家庭ゴミの50％（容積）といわれ、使用削減と容器包装の軽量化などによる排出抑制が廃棄物削減の大きな課題です。
ただし、容器包装には商品の鮮度や品質を保全し、消費者が安全・安心に商品を持ち帰る機能が必要です。こうした容器包装の機能を持ち環
境負荷を低減した環境配慮設計された容器包装をメーカーに提案、そうした商品を品揃えして消費者に購入していただくことは小売業の役割だ
と言えます。
　そこで、中身に対して容器包装の割合（重量）の少ない商品やPOPにマークを付けて消費者に紹介したうえで購入を促す「減装ショッピング」
を提唱しています。これを推進する神戸大学とNPOに協力し、使用済み容器包装の発生抑制に効果の実証試験を支援しています。2013年は
名古屋にある椙山女学園大学の学生も協働で実施しました。
　マークの付いた商品の販売増加はまだ数字に表れてはいませんが、消費者には関心を持っていただけました。

減装ショッピング

地球環境活動に寄付

　有料レジ袋を購入していただくと、ユニー
は1枚につき1円を、地域の自治体の環境
活動に寄付します。
■2013年度実績
　102市町　185店舗　2,563万2,688円

減装ショッピングをお客様にアピール 売場に掲示 子ども達に紙芝居で説明
飲み終わったペットボトルで
エコ工作
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新潟県
栃木県
群馬県
埼玉県
神奈川県
千葉県
静岡県
京都府
奈良県
合　計横浜市 アピタ長津田店 埼玉県 アピタ吹上店 栃木県 アピタ足利店 群馬県 アピタ高崎店
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